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3つのワーキングペーパー(SciREX Working paper WP_2021_#3～#5)は前述著書の⑵概況把











と 2019 年度に行った DII セミナー（計４回＋１回を 2020 年度に実施）は、政策研究大学院政策研究センター長期学術
会議支援事業(2018年度分)と、SciREXセンターのからの支援（2019年度分）を得て実施された。 












表 1 1章～3章の初出一覧 














Takeaways and Policy 
Recommendations, Global Solutions 
Summit 2018 
シンポジウムの基調講演資料、
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行われた議論の要旨、を基に編者が
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Startup Ecosystems as Engines of 
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2 詳細は政策研究大学院大学ホームページを参照。（https://gist.grips.ac.jp/research/iizukla/dii.html） 
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を務めた。これまでに SS Bhatnagar賞、Pandit Jawaharlal Nehru技術賞、GD ビルラ科学
研究賞、第三国科学アカデミーレノボ賞を含む 50以上の賞およびメダルを授与される。 
 
A. ワトキンス Alfred Watkins 
米グローバルソリューションズサミット議長 
飲料水、再生可能エネルギー、Wi-Fi アクセスなどの商業的・経済的に持続可能な開発ソ




理事会委員、2017 年アフリカ開発銀行の シニアコンサルタント等を歴任。 
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The diffusion of practical and affordable science and technology is critical to solving the 
problems of the "Base of the Pyramid" (BOP) people in developing countries. The 
diffusion of such technologies will also help achieve the Sustainable Development Goals 
(SDGs). The author showed the role and importance of the following key concepts in 
technology diffusion: last mile, scaling up, the ecosystem for technology diffusion, 
financial channels, and income generation. 
First, the last mile originally meant access to supply networks such as water, 
wastewater, electricity, and telecommunications near consumers. Still, it is challenging 
for low-income communities in developing countries to access such supply networks. 
However, in recent years, the spread of "small-scale decentralized technologies" such as 
rooftop solar power generation and water purification huts have effectively solved the 
"last mile" problem at a lower cost. In addition, building social capital through bonding, 
bridging, and collaboration are essential elements for the successful diffusion of 
development measures in vulnerable communities. 
A necessary condition for scaling up a project is integrating it into the 
technology diffusion program from the beginning. In addition, projects must be 
formulated from a concrete, global perspective, identifying what is needed to achieve the 
objectives and developing and implementing a strategy to secure the necessary 
technology, funding, human resources, partnerships, political support, and other 
resources. It also requires collaboration with the many diverse organizations that make 
up the "diffusion ecosystem. 
A diffusion ecosystem requires that the actors involved in the diffusion of 
technology work together towards a goal. These actors include communities, scientists, 
technologists, technology providers, entrepreneurs, funders, NGOs and social 
entrepreneurs, humanitarian organizations, governments, and bilateral and 
multilateral development agencies. It is important to develop a platform for these actors 
to understand and collaborate with each other, and to build the capacity of local 
organizations, institutions, and individuals to participate in the dissemination process. 
 The channel of funds is to ensure that the invested funds go to the people 
who need them in an amount that can be efficiently utilized by the specific project. The 
provision of credit guarantees and franchise systems are key elements in this process. 
 Generating income is essential for bridging the gap between "poverty level 
income" and "survival income." To this end, it is crucial to raise the income of individual 
households and communities by encouraging them to participate in formal markets 





where they are more likely to make a profit. 
To sum up, successful technology diffusion requires policies rooted in 
"inclusive community development based on shared values," which requires leaders with 
greed, flexible management structures, a strategic vision for management, and systems 
to track progress. And if technology diffusion is successful, it can be turned into a 
virtuous circle with improved income. 
 
  





















持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals: SDGs）達成には、ますます重要となる
でしょう。 
















                                                   
5 ローマの国連食糧農業機関（UN Food and Agricultural Organization）で行ったスピーチ。 
6 19 世紀アメリカの教育者・哲学者・文筆家のラルフ・ウォルドー・エマソン（Ralph Waldo Emerson）の言葉。 




































                                                   
7 バヌ・ボース博士の発言（MIT テクノロジーレビュー掲載）https://www.technologyreview.com/s/609009/the-unfinished- 
work-of-vanu-bose/  



































































































 「規模の拡大」は一見、さほど難しくないように思えます。NGO が、ある村の 10 世帯に
提供していた飲料水や屋上ソーラーパネルを、同じ村の 100 世帯へ提供するという「規模の
拡大」は資源を投資さえすれば実現できそうです。しかし、これを 1 万の村で 500 世帯ずつ
に提供しようとすると、はるかに困難な作業になります。しかも、年間 500 万世帯に働きか
けたとしても、SDGs の目標 6 が 2030 年までに目指している「安全な水を安定して入手で



















                                                   
10 マーシー・コーのクリス・ウォーカー（Chris Walker）氏や彼のイノベーション・インベストメント・アライアンス
（Innovation Investment Alliance）およびデューク大学（Duke University）。 
11以下はサミット参加の意見をまとめている。 
12 ジョナサン・パプリディス氏の発言。 
13 より詳しくはラリー・クーリー（Larry Cooley）氏とヨハネス・F・リン（Johannes F. Linn 氏）による「イノベーショ
ンの現在地：方法、応用、教訓（Taking Innovations to Scale: Methods, Applications and Lessons）」を参照。 









 イグナイト・パワー（Ignite Power）は、ルワンダで 5 万世帯に屋上ソーラーパネルを設
置した。同団体は今後の数年でルワンダの 50 万世帯に屋上発電設備を提供する計画を
立てている（BOX4）。 
 セーフ・ウォーター・ネットワーク（Safe Water Network）では、小規模水事業者（Small 


















                                                   







15 ジブ事例についてはニューハンプシャー大学（University of New Hampshire）の社会変革・事業センター（Center for 
Social Innovation and Enterprise）がまとめている。サミットでは、一つの国の中でいくつもの規模拡大方法があることが
紹介された。 
16 セーフ・ウォーター・ネットワークの活動詳細は「小規模水事業：回復力のある都市への安全な飲み水の提供
（Small Water Enterprises: Providing Safe Drinking Water for Resilient Cities）」を参照。また同団体が管理する小規模水事
業リソース・センター（Small Water Enterprise Resource Center）では企業的アプローチに関する刊行物や資料をまとめ
ており、その数は増加中である。 






































                                                   
17 例えばチャールズ・ワイス（Charles Weiss）氏とニコラス・ジェキエール（Niccolas Jequier）氏による「技術、金
融、開発：技術開発機関としての世界銀行の分析（Technology, Finance and Development – An Analysis of the World Bank 
as a Technological Institution）」（レキシントン・ブックス〈Lexington Books〉、1984 年）を参照。 






















































































































                                                   
18 バヌの創業者バヌ・ボーズ氏による。 








(3)普及プロセスを支援し 2030 年の SDGs 達成を後押しするためには、世界で活動する開
発関係者が普及エコシステム強化のための政策やプログラムを展開する必要がある。 







2015 年 7 月にエチオピアのアディスアベバで開催された会議で、国連は「年金基金や政
府系基金など大規模な資本を運用する長期的機関投資家が、特に開発途上国のインフラに
より多くの資金を割り当てる」ことを推奨しました。この声明を受け、世界銀行、国際通貨







資金の経路を作るうえで、次の 2 点が重要です。 
第一には、信用保証の供与です。南アフリカで活動をしているシェアード・インタレスト









































加え、700 万ドル規模のシリーズ B ラウンドで調達する資金も組み合わせます。ジブはシリ









                                                   
19新興市場の公的信用スコアを持たない消費者に対する融資をフィンテックがどのように革新しつつあるかについて
は、優れた考察がこちらに掲載されている。 





























































るものです。1962 年、アメリカ農業電力協同組合の傘下にある NRECA インターナショナ
ルは、43 カ国で電力協同組合を設立しました。この結果、1 億 6000 万人が電力を使えるよ
うになりました。こうしたプログラムの柱の一つである「電力プログラムの生産的な利用法












                                                   
20 カトリック・リリーフ・サービスのショーン・フェリス（Shaun Ferris）氏の発言。 
21 NRECAインターナショナルの開発協力プログラムの詳細は「協同開発ガイド：農村の電力開発のための協同組合の











ラウイの場合、2009 年から 2015 年までで 1 日あたり 1.09 ドルから 4.60 ドルへと大幅に増
加しました。同じくヘファーの東アフリカ酪農開発プログラムでは、ゲイツ財団（Gates 
Foundation）からの助成金を受けて東アフリカの 17 万 9000 軒の酪農家を支援し、ミルクの
















なプロセスが無視されたり、「SDGs のための STI（Science, Technology and Innovation for 
























































































国連と世界銀行で開発されつつある科学技術ロードマップ、UNCTAD と UNESCO による
「科学技術イノベーション政策評価（Science, Technology and Innovation Policy Reviews）」、新
たに発足した「国連後発開発途上国技術銀行（UN Technology Bank for the Least Developed 



































































 ジブは Healing Waters International と戦略的な提携関係を結び、水質浄化システム SolarPure 
UltraFiltration（UF）を開発している。このシステムは 3 つの UF plus フィルターを使って、健康
に資するミネラルを維持しながら、有害な不純物や細菌、寄生虫を除去するというものだ。この
システムは、再生可能エネルギーである太陽光を利用し、1 分間に 30 リットルの水を吸い上げ
                                                   
23 社会的企業（ソーシャルエンタプライズ）：一般の企業と違い、営利目的ではない企業。環境・福祉・教育といった社
会的課題に経営やビジネスの手法をもって貢献。 











 2015 年以降 2019 年 3 月までの間に、ジブは 6 カ国 1,080 の小売り拠点で合計 75 のフランチ
ャイズを立ち上げてきた。この間に、フランチャイジーは、9,600万リットル以上の安全な飲み
水を生産し、1日の平均収入が 5ドル以下の顧客に水を提供してきた。Jibu は経済ピラミッドの




































に設置し、維持管理している。各世帯は電力と太陽光パネルに対し、2 年間、毎月 5 ド
ルを支払う。2 年が過ぎると、太陽光パネルは完全に各世帯のものとなり、それ以降






ハイチでマイクログリッドを 1 基運用しているが、今後 5 年間でさらに 80 基の地域用
マイクログリッドを開発する計画を立てている。EarthSpark はよりスムーズな業務を
実施するために、スマートメーター27の会社 SparkMeter, Inc.を設立したが、この会社
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